
調査票の記入者について

№ 設問 選択肢
－ 調査票を記入された

のはどなたですか。
１　あて名のご本人が記入
２　ご家族が記入 (あて名
　　のご本人からみた続柄
　　　　)
３ その他

問１ あなたのご家族や生活状況について

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 家族構成をお教えく

ださい
１　１人暮らし
２　夫婦２人暮らし(配偶者
　　６５歳以上)
３　夫婦２人暮らし(配偶者
　　６４歳以下)
４　息子・娘との２世帯
５　その他

この設問は、家族構成を問う設問
です。高齢者の世帯状況やその地
域分布を把握すること、世帯構成
別の回答結果を把握することで、
事業の対象者・対象地域・実施内
容の検討の際に活用することが可
能になります。

必須

(2) あなたは、普段の生
活でどなたかの介
護・介助が必要です
か

１　介護・介助は必要ない
２　何らかの介護・介助は
　　必要だが、現在は受け
　　ていない
３　現在、何らかの介護を
　　受けている（介護認定
　　を受けずに家族などの
　　介護を受けている場合
　　も含む）

この設問は、主観的な介護の必要
度を問う設問です。要介護状態に
なる前の高齢者の介護の必要度を
把握することで、事業の対象者・
対象地域・実施内容の検討の際に
活用することが可能になります。

必須

① 【（２）において
「１　介護・介助は
必要ない」以外の方
のみ】
介護・介助が必要に
なった主な原因はな
んですか（いくつで
も）

１　脳卒中（脳出血･脳梗塞
　　等）
２　心臓病
３　がん（悪性新生物）
４　呼吸器の病気（肺気腫
　　・肺炎等）
５　関節の病気（リウマチ
　　等）
６　認知症(アルツハイマー
　　病等)
７　パーキンソン病
８　糖尿病
９　腎疾患（透析）
１０　視覚・聴覚障害
１１　骨折・転倒
１２　脊椎損傷
１３　高齢による衰弱
１４　その他（　　　）
１５　不明

この設問は、介護・介助が必要に
なった原因を問う設問です。要介
護状態になる前の高齢者の介護・
介助が必要になった原因を把握す
ることにより、地域課題（要介護
状態になる原因）の把握が可能に
なります。

オプ

【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

【用語】
「必須」：必須項目。ニーズ調査を実施する際は必ず含めるよう国から示された調査項目。
「オプ」：オプション項目。調査の目的や対象者等に応じて適宜、採用すべきかどうか検討するよ
　　　　　う国から示された調査項目。
「独自」：市独自項目。第8期計画策定の参考とするため本市が独自に設定した調査項目。

　　【調査項目数】
　　　７８項目
　　【内訳】
　　　○必須項目　　　　３３項目
　　　○オプション項目　２９項目
　　　○市独自項目　　　１６項目

資料４
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

② ②【（２）において
「１　介護・介助は
必要ない」以外の方
のみ】
主にどなたの介護・
介助を受けています
か

１　配偶者(夫・妻)
２　息子
３　娘
４　子の配偶者
５　孫
６　兄弟・姉妹
７　介護サービスのヘルパ
　　ー
８　その他（　　　）

この設問は、介助者の詳細を問う
設問です。要介護状態になる前の
高齢者の介護・介助の実態を把握
することにより、地域課題（家族
介護の実態）の把握が可能になり
ます。 オプ

(3) 現在の暮らしの状況
を経済的にみてどう
感じていますか

１　大変苦しい
２　やや苦しい
３　ふつう
４　ややゆとりがある
５　大変ゆとりがある

この設問は、主観的な経済状態を
問う設問です。高齢者の経済状態
やその地域分布を把握すること、
経済状態別の回答結果を把握する
ことで、事業の対象者・対象地
域・実施内容の検討の際に活用す
ることが可能になります。

必須

(4) お住まいは一戸建
て、または集合住宅
のどちらですか

１　持家（一戸建て）
２　持家（集合住宅）
３　公営賃貸住宅
４　民間賃貸住宅（一戸建
　　て）
５　民間賃貸住宅（集合住
　　宅）
６　借家
７　その他

この設問は、住宅の形態を問う設
問です。地域の高齢者の住まい
（サービス付き高齢者向け住宅な
ど）のニーズ把握・サービス整備
の検討の際に活用することが可能
になります。 オプ

問２ からだを動かすことについて

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 階段を手すりや壁を

つたわらずに昇って
いますか

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(2) 椅子に座った状態か
ら何もつかまらずに
立ち上がっています
か

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない 必須

(3) １５分位続けて歩い
ていますか

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(4) 過去１年間に転んだ
経験がありますか

１　何度もある
２　１度ある
３　ない

必須

(5) 転倒に対する不安は
大きいですか

１　とても不安である
２　やや不安である
３　あまり不安でない
４　不安でない

必須

（１）～（５）
この設問は、運動器の機能低下を
問う設問です（この設問で３問以
上、該当する選択肢（下線箇所）
が回答された場合は、運動器機能
の低下している高齢者になりま
す）。運動器の機能が低下してい
る高齢者の地域分布を把握するこ
とで、事業の対象者・対象地域・
実施内容の検討の際に活用するこ
とが可能になります。

（４）と（５）
この設問は、転倒リスクを問う設
問です（（４）で「１　何度もあ
る」「２　1 度ある」に該当する
選択肢が回答された場合は、転倒
リスクのある高齢者になりま
す）。転倒リスクのある高齢者の
地域分布を把握することで、事業
の対象者・対象地域・実施内容の
検討の際に活用することが可能に
なります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(6) 週に１回以上は外出
していますか

１　ほとんど外出しない
２　週１回
３　週２～４回
４　週５回以上 必須

(7) 昨年と比べて外出の
回数が減っています
か

１　とても減っている
２　減っている
３　あまり減っていない
４　減っていない

必須

(8) 外出を控えていますか １　はい
２　いいえ

オプ

① 【（８）で「１　は
い」（外出を控えて
いる）の方のみ】
外出を控えている理
由は、次のどれです
か（いくつでも）

１　病気
２　障害(脳卒中の後遺症な
　　ど)
３　足腰などの痛み
４　トイレの心配(失禁な
　　ど)
５　耳の障害（聞こえの問
　　題など）
６　目の障害
７　外での楽しみがない
８　経済的に出られない
９　交通手段がない
１０　その他（　　　）

オプ

(9) 外出する際の移動手
段は何ですか（いく
つでも）

１　徒歩
２　自転車
３　バイク
４　自動車（自分で運転）
５　自動車（人に乗せても
　　らう）
６　電車
７　路線バス
８　病院や施設のバス
９　車いす
１０　電動車いす（カー
　　ト）
１１　歩行器・シルバー
　　カー
１２　タクシー
１３　その他（　　　）

この設問は、外出の際の移動手段
を問う設問です。高齢者の外出の
際の移動手段の実態を把握するこ
とにより、地域課題（移動手段上
の課題）の把握が可能になりま
す。

オプ

　

この設問は、閉じこもり傾向を問
う設問です（（６）で「１　ほと
んど外出しない」「２　週1 回」
に該当する選択肢が回答された場
合は、閉じこもり傾向のある高齢
者になります）。閉じこもり傾向
のある高齢者の地域分布を把握す
ることで、事業の対象者・対象地
域・実施内容の検討の際に活用す
ることが可能になります。

この設問は、外出を控えている場
合の原因を問う設問です。閉じこ
もり傾向のある高齢者の原因を把
握することにより、地域課題（閉
じこもり傾向のある高齢者に不足
している対策）の把握が可能にな
ります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問３ 食べることについて

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 身長・体重 身長（ 　　　　　）cm

体重（ 　　　　　）kg
この設問は、低栄養の傾向を問う
設問です（身長・体重から算出さ
れるＢＭＩ（体重（kg）÷｛身長
（m）×身長（m）｝）が１８.５
以下の場合、低栄養が疑われる高
齢者になります）。
低栄養状態を確認するため、体重
の減少傾向を把握する「（７）
６ヶ月間で２～３kg以上の体重減
少がありましたか」も併せて確認
し、２設問ともに該当した場合
は、低栄養状態にある高齢者にな
ります。

低栄養状態にある高齢者の地域分
布を把握することで、事業の対象
者・対象地域・実施内容の検討の
際に活用することが可能になりま
す。

必須

(2) 半年前に比べて固い
ものが食べにくくな
りましたか

１　はい
２　いいえ

この設問は、口腔機能の低下のう
ち咀嚼機能の低下を問う設問です
（（２）で「１　はい」 に該当
する選択肢が回答された場合は、
咀嚼機能の低下が疑われる高齢者
になります）。
口腔機能の低下を確認するため、
嚥下機能の低下を把握する
「（３）お茶や汁物等でむせるこ
とがありますか」、肺炎発症リス
クを把握する「（４）口の渇きが
気になりますか」も併せて確認
し、３設問のうち２設問に該当し
た場合は、口腔機能の低下してい
る高齢者になります。

口腔機能が低下している高齢者の
地域分布を把握することで、事業
の対象者・対象地域・実施内容の
検討の際に活用することが可能と
なります。

必須

(3) お茶や汁物等でむせ
ることがありますか

１　はい
２　いいえ

オプ

(4) 口の渇きが気になり
ますか

１　はい
２　いいえ

オプ

（３）は、嚥下機能の低下を把握
する設問、（４）は肺炎発症リス
クを把握する設問です。必須項目
にある設問のうち、咀嚼機能の低
下を把握する「（２）半年前に比
べて固いものが食べにくくなりま
したか」も併せて確認し、３設問
のうち２設問に該当した場合は、
口腔機能の低下している高齢者に
なります。口腔機能が低下してい
る高齢者の地域分布を把握するこ
とは、事業の対象者・対象地域・
実施内容の検討の際に活用するこ
とが可能になります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(5) 歯磨き（人にやって
もらう場合も含む）
を毎日していますか

１　はい
２　いいえ

この設問は、口腔ケアの状況を問
う設問です。日常の口腔ケアの状
況を把握することにより口腔に関
する地域課題の把握が可能になり
ます。

オプ

(6) 歯の数と入れ歯の利
用状況をお教えくだ
さい（成人の歯の総
本数は、親知らずを
含めて３２本で
す。）

１　自分の歯は２０本以
　　上、かつ入れ歯を利用
２　自分の歯は２０本以
　　上、入れ歯の利用なし
３　自分の歯は１９本以
　　下、かつ入れ歯を利用
４　自分の歯は１９本以
　　下、入れ歯の利用なし

この設問は、義歯の有無と歯数を
問う設問です。高齢者の口腔の健
康状態や義歯の使用状況の把握に
より、地域の歯科医療や口腔機能
の向上に関するニーズの把握の参
考になります。

必須

① 噛み合わせは良いで
すか

１　はい
２　いいえ オプ

② 【（６）で「１　自
分の歯は２０本以
上、かつ入れ歯を利
用」「３　自分の歯
は１９本以下、かつ
入れ歯を利用」の方
のみ】
毎日入れ歯の手入れ
をしていますか

１　はい
２　いいえ

オプ

(7) ６か月間で２～３kg
以上の体重減少があ
りましたか

１　はい
２　いいえ

この設問は、低栄養の傾向を問う
設問です。低栄養の傾向のある高
齢者の地域分布を把握すること
は、事業の対象者・対象地域・実
施内容の検討の際に活用すること
が可能になります。

オプ

(8) どなたかと食事をと
もにする機会はあり
ますか

１　毎日ある
２　週に何度かある
３　月に何度かある
４　年に何度かある
５　ほとんどない

この設問は、孤食の状況を問う設
問です。閉じこもり傾向と孤食の
関係性を把握することで、地域課
題（閉じこもり傾向の原因）の把
握が可能になります。

必須

この設問は、咬合状態・義歯の管
理を問う設問です。咀嚼機能や口
腔衛生の状況を把握することによ
り、口腔に関する地域課題の把握
が可能になります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問４ 毎日の生活について

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 物忘れが多いと感じ

ますか
１　はい
２　いいえ

この設問は、認知機能の低下を問
う設問です（（１）で「１　は
い」に該当する選択肢が回答され
た場合は、認知機能の低下がみら
れる高齢者になります）。認知機
能が低下している高齢者の地域分
布を把握することで、事業の対象
者・対象地域・実施内容の検討の
際に活用することが可能になりま
す。

必須

(2) 自分で電話番号を調
べて、電話をかける
ことをしていますか

１　はい
２　いいえ

オプ

(3) 今日が何月何日かわ
からない時がありま
すか

１　はい
２　いいえ

オプ

(4) バスや電車を使って
１人で外出していま
すか（自家用車でも
可）

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない 必須

(5) 自分で食品・日用品
の買物をしています
か

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(6) 自分で食事の用意を
していますか

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(7) 自分で請求書の支払
いをしていますか

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(8) 自分で預貯金の出し
入れをしていますか

１　できるし、している
２　できるけどしていない
３　できない

必須

(9) 年金などの書類（役
所や病院などに出す
書類）が書けますか

１　はい
２　いいえ

オプ

(10) 新聞を読んでいます
か

１　はい
２　いいえ オプ

(11) 本や雑誌を読んでい
ますか

１　はい
２　いいえ オプ

(12) 健康についての記事
や番組に関心があり
ますか

１　はい
２　いいえ オプ

この設問は、認知機能の低下を問
う設問です。認知機能が低下して
いる高齢者の地域分布を把握する
ことは、事業の対象者・対象地
域・実施内容の検討の際に活用す
ることが可能になります。

この設問は、ＩＡＤＬ（手段的日
常生活動作）の低下を問う設問で
す。ＩＡＤＬが低下している高齢
者の地域分布を把握することで、
事業の対象者・対象地域・実施内
容の検討の際に活用することが可
能になります。

この設問は、老研式活動能力指標
に基づく知的能動性の低下を問う
設問です。本指標が低下している
高齢者の地域分布を把握すること
は、事業の対象者・対象地域・実
施内容の検討の際に活用すること
が可能になります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(13) 友人の家を訪ねてい
ますか

１　はい
２　いいえ オプ

(14) 家族や友人の相談に
のっていますか

１　はい
２　いいえ オプ

(15) 病人を見舞うことが
できますか

１　はい
２　いいえ オプ

(16) 若い人に自分から話
しかけることがあり
ますか

１　はい
２　いいえ オプ

(17) 趣味はありますか １　趣味あり→（　）
２　思いつかない オプ

(18) 生きがいはあります
か

１　生きがいあり→（　）
２　思いつかない オプ

問５ 地域での活動について

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 以下のような会・グ

ループ等にどのくら
いの頻度で参加して
いますか※①－⑦そ
れぞれに回答してく
ださい

①ボランティアのグ
　ループ
②スポーツ関係のグ
　ループやクラブ
③趣味関係のグルー
　プ
④学習・教養サーク
　ル
⑤老人クラブ
⑥町内会・自治会
⑦収入のある仕事

１　週４回以上
２　週２～３回
３　週１回
４　月１～３回
５　年に数回
６　参加していない

この設問は、高齢者の社会参加の
状況や就業状況を問う設問です。
地域資源（要介護状態になる前の
高齢者の就業状況）の把握が可能
になります。

選択肢①～④：必須項目
選択肢⑤～⑦：オプション項目

必須
（選
択肢
の一
部：
オ
プ）

(2) 地域住民の有志に
よって、健康づくり
活動や趣味等のグ
ループ活動を行っ
て、いきいきした地
域づくりを進めると
したら、あなたはそ
の活動に参加者とし
て参加してみたいと
思いますか。

１　是非参加したい
２　参加してもよい
３　参加したくない

必須

この設問は、他者との関わりにつ
いて問う設問です。地域課題（他
者との関わりの低さ）の把握が可
能となります。

この設問は、趣味・生きがいを問
う設問です。本項目と社会参加の
関係性を把握することにより、社
会参加する高齢者の傾向の把握が
可能になります。

この設問は、地域づくりへの参加
意向を問う設問です。地域づくり
に対して「参加者として」「企
画・運営（お世話役として）」の
両方の立場における参加の意向を
把握することが可能になります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(3) 地域住民の有志に
よって、健康づくり
活動や趣味等のグ
ループ活動を行っ
て、いきいきした地
域づくりを進めると
したら、あなたはそ
の活動に企画・運営
（お世話役）として
参加してみたいと思
いますか。

１　是非参加したい
２　参加してもよい
３　参加したくない

必須

問６ たすけあいについて

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) あなたの心配事や愚

痴（ぐち）を聞いて
くれる人（いくつで
も）

１　配偶者
２　同居の子ども
３　別居の子ども
４　兄弟姉妹・親戚・親・
　　孫
５　近隣
６　友人
７　その他（ 　　）
８　そのような人はいない

必須

(2) 反対に、あなたが心
配事や愚痴（ぐち）
を聞いてあげる人
（いくつでも）

１　配偶者
２　同居の子ども
３　別居の子ども
４　兄弟姉妹・親戚・親・
　　孫
５　近隣
６　友人
７　その他（　　 ）
８　そのような人はいない

必須

(3) あなたが病気で数日
間寝込んだときに、
看病や世話をしてく
れる人（いくつで
も）

１　配偶者
２　同居の子ども
３　別居の子ども
４　兄弟姉妹・親戚・親・
　　孫
５　近隣
６　友人
７　その他（ 　　）
８　そのような人はいない

必須

(4) 反対に、看病や世話
をしてあげる人（い
くつでも）

１　配偶者
２　同居の子ども
３　別居の子ども
４　兄弟姉妹・親戚・親・
　　孫
５　近隣
６　友人
７　その他（　　 ）
８　そのような人はいない

必須

この設問は、地域づくりへの参加
意向を問う設問です。地域づくり
に対して「参加者として」「企
画・運営（お世話役として）」の
両方の立場における参加の意向を
把握することが可能になります。

この設問は、たすけあいの状況を
把握する設問です。たすけあいの
状況と関係性がある、その地域の
うつ傾向の発生状況を、間接的に
把握することが可能になります。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(5) 家族や友人･知人以外
で、何かあったとき
に相談する相手を教
えてください（いく
つでも）

１　自治会・町内会・老人
　　クラブ
２　社会福祉協議会・民生
　　委員
３　ケアマネジャー
４　医師・歯科医師・看護
　　師
５　地域包括支援センター
　　・役所・役場
６　薬剤師
７６　その他（　　　）
８７　そのような人はいな
　　い

この設問は、地域の相談経路を問
う設問です。地域の相談窓口の活
用状況を把握することが可能とな
ります。

【変更理由】
「６　薬剤師」については、平成
２８年度に高齢者福祉専門分科会
委員からの意見を踏まえ市が独自
に設定した選択肢である。今回の
ニーズ調査からオプション項目も
地域包括ケア「見える化」システ
ムに登録できるようになり、選択
肢を独自に改変することができな
い旨国から示されているため。

オプ

(6) 友人・知人と会う頻
度はどれくらいです
か

１　毎日ある
２　週に何度かある
３　月に何度かある
４　年に何度かある
５　ほとんどない

オプ

(7) この１か月間、何人
の友人・知人と会い
ましたか。同じ人に
は何度会っても１人
と数えることとしま
す

１　０人（いない）
２　１～２人
３　３～５人
４　６～９人
５　１０人以上

オプ

(8) よく会う友人・知人
はどんな関係の人で
すか（いくつでも）

１　近所・同じ地域の人
２　幼なじみ
３　学生時代の友人
４　仕事での同僚・元同僚
５　趣味や関心が同じ友人
６　ボランティア等の活動
　　での友人
７　その他
８　いない

オプ

(9) あなたは地域（近
所）の人とどの程度
かかわりを持ってい
ますか

１　相談し合える人がいる
２　立ち話をする人がいる
３　あいさつをする人がい
　　る
４　付き合いはない

独自

(10) あなたのお住まいの
地域は、困ったとき
に助け合い、支え合
うと思いますか

１　そう思う
２　どちらかというとそう
　　思う
３　どちらかといえばそう
　　思わない
４　そう思わない
５　わからない

独自

この設問は、友人関係を問う設問
です。事業を展開したことによ
り、地域でのつながりがどの程度
増えたかをモニタリングすること
が可能となります。

この設問は、地域とのつながり・
支え合いの程度を問う設問です。
支え合いの活動を進めていく中
で、現在の状況を把握することが
できます。

【削除理由】
問6：たすけあいについて（1）～
（4）、（8）の選択肢で「近隣」
「近所・同じ地域の人」と回答す
る割合の増減により、近所とのか
かわりを把握できるため。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問７ 健康について

№ 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 現在のあなたの健康

状態はいかがですか
１　とてもよい
２　まあよい
３　あまりよくない
４　よくない

この設問は、主観的健康感を問う
設問です。要介護状態になる前の
高齢者の主観的健康感を把握する
ことで、地域の健康度のアウトカ
ム指標として活用することが可能
になります。

必須

(2) あなたは、現在どの
程度幸せですか
（「とても不幸」を
０点、「とても幸
せ」を１０ 点とし
て、ご記入くださ
い）

とても
 不幸
0点 1点 2点 3点 4点 5点

　　　　　　　　とても
　　　　　　　　 幸せ
6点 7点 8点 9点 10点

この設問は、主観的幸福感を問う
設問です。うつ傾向との関係性も
想定される、要介護状態になる前
の高齢者の主観的幸福感を把握す
ることで、地域の（精神面での）
健康度のアウトカム指標として活
用することが可能になります。

必須

(3) この１か月間、気分
が沈んだり、ゆうう
つな気持ちになった
りすることがありま
したか

１　はい
２　いいえ

必須

(4) この１か月間、どう
しても物事に対して
興味がわかない、あ
るいは心から楽しめ
ない感じがよくあり
ましたか

１　はい
２　いいえ

必須

(5) お酒は飲みますか １　ほぼ毎日飲む
２　時々飲む
３　ほとんど飲まない
４　もともと飲まない

この設問は、飲酒の習慣を問う設
問です。高齢者の健康寿命に影響
を与えると考えられる本項目と他
項目の関係性を把握することによ
り、地域の高齢者の特性把握が可
能になります。

オプ

(6) タバコは吸っていま
すか

１　ほぼ毎日吸っている
２　時々吸っている
３　吸っていたがやめた
４　もともと吸っていない

この設問は、タバコの習慣を問う
設問です。高齢者の健康寿命に影
響を与えると考えられる本項目と
他項目との関係性を把握すること
で、地域の高齢者の特性把握が可
能になります。

必須

この設問は、うつ傾向を問う設問
です（（１）（２）でいずれか１
つでも「１　はい」に該当する選
択肢が回答された場合は、うつ傾
向の高齢者になります）。うつ傾
向の高齢者の地域分布を把握する
ことで、事業の対象者・対象地
域・実施内容の検討の際に活用す
ることが可能になります。

10 / 20 



【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(7) 現在治療中、または
後遺症のある病気は
ありますか（いくつ
でも）

１　ない
２　高血圧
３　脳卒中(脳出血・脳梗塞
　　等)
４　心臓病
５　糖尿病
６　高脂血症(脂質異常)
７　呼吸器の病気（肺炎や
　　気管支炎等）
８　胃腸・肝臓・胆のうの
　　病気
９　腎臓・前立腺の病気
１０　筋骨格の病気（骨粗
　　しょう症、関節症等）
１１　外傷（転倒・骨折
　　等）
１２　がん（新生物）
１３　血液・免疫の病気
１４　うつ病
１５　認知症(アルツハイ
　　マー病等)
１６　パーキンソン病
１７　目の病気
１８　耳の病気
１９　その他（ 　　）

この設問は、現在治療中の病気等
を問う設問です。認定を受けてい
ない高齢者の既往を把握すること
で、要介護状態になる原因等の地
域課題の把握が可能になります。

必須

新規
(8)

あなたは、どこで最
期を迎えたいと思い
ますか(○は１つ）

１　自宅
２　病院
３　老人ホーム
４　子どもの家
５　兄弟姉妹など親族の家
６　その他（　　　）

独自

新規
(9)

【（８）において
「１　 自宅」に○を
つけた方のみ】
そのためには何が必
要と考えますか（い
くつでも）

１　自分の意思をしっかり
　　持ち、家族等へ伝える
　　こと
２　介護する家族等の
　　理解・協力が得られる
　　こと
３　自宅で受けられる
　　医療・介護などの情報
４　自宅に来てくれる
　　医師・看護師等がいる
　　こと
５　その他（　　　）

独自

この設問は、どこで最期を迎えた
いかを問う設問です。自宅での看
取りに関するニーズの把握と今後
の検討材料となります。

【新規理由】
今後の青森市の医療・介護連携の
推進において、「看取り」につい
ても検討していくこととしている
ことから質問を追加。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問８ 日常生活全般について

問 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) あなたは、ご自分の

日常生活全般につい
て満足していますか
（○は１つ）

１　満足している
２　まあ満足している
３　やや不満である
４　不満である
５　わからない 独自

(2) あなたは、現在、ど
の程度生きがい（喜
びや楽しみ）を感じ
ていますか（○は１
つ）

１　十分感じている
２　多少感じている
３　あまり感じていない
４　全く感じていない
５　わからない 独自

独自

あなたは、将来の自
分の日常生活全般に
ついて、どのような
ことに不安を感じま
すか（いくつでも）

１　自分や配偶者の健康や
　　病気のこと
２　自分や配偶者が寝たき
　　りや身体が不自由にな
　　り介護が必要な状態に
　　なること
３　生活のための収入のこ
　　と
４　子どもや孫などの将来
５　頼れる人がいなくなり
　　一人きりの暮らしにな
　　ること
６　社会の仕組み（法律、
　　社会保障・金融制度）
　　が大きく変わってしま
　　うこと
７　家業、家屋、土地・田
　　畑や先祖のお墓の管理
　　や相続のこと
８　だまされたり、犯罪に
　　巻き込まれて財産を失
　　ってしまうこと
９　家族との人間関係
１０　人（近隣、親戚、友
　　人、仲間など）とのつ
　　きあいのこと
１１　親や兄弟などの世話
１２　言葉、生活様式、人
　　々の考え方などが大き
　　く変わってしまうこと
１３　その他
１４　特に不安を感じない
１５　わからない

(3)

この設問は、高齢者の日常生活に
関する意識を把握するための設問
です。内閣府が５年毎に行ってい
る「高齢者の日常生活に関する意
識調査」と同じ項目を調査するこ
とで、全国の傾向と比較しながら
今後の市の高齢者施策の検討材料
とすることができます。

【削除理由】
第7期計画策定時のニーズ調査に
より、全国の傾向と比較するな
ど、既に検討材料として活用した
設問であるため。
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問８ 介護予防について

問 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) あなたは、ロコモ

ティブシンドローム
（運動器症候群略
称：ロコモ）につい
てを知っていますか
（○は1つ）

※「ロコモティブシ
ンドローム（運動器
症候群略称：ロコ
モ）」とは…筋肉、
骨、関節など運動器
の障害による移動能
力の低下のために、
要介護になっていた
り、要介護になる危
険の高い状態のこ
と。

１　言葉も意味もよく知っ
　　ていた
２　言葉も知っていたし、
　　意味も大体知っていた
３　言葉は知っていたが、
　　意味はあまり知らな
　　かった
４　言葉は聞いたことがあ
　　るが、意味は知らな
　　かった
５　知らなかった

この設問は、ロコモ（ロコモティ
ブシンドローム）を知っている市
民の割合を確認する設問です。ロ
コモ予防を普及啓発する上での現
状値の把握ができます。

【変更理由】
「ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）」より、略称である
「ロコモ」の方が、市民になじみ
があると思われるため。

独自

(2) ロコモティブシンド
ローム（略称：ロコ
モ）は、適切な運動
をしたり、日常生活
における家事等の身
体活動量を増やすこ
とで予防や改善がで
きますが、あなた
は、どの程度ロコモ
予防に取り組んでい
ますか（○は１つ）

１　既に運動習慣がある
２　運動習慣はないが、日
　　常生活において毎日
　　４０分程度、買物や家
　　事などでこまめに身体
　　を動かしている
３　運動習慣も、身体も動
　　かしていないが、ロコ
　　モ予防に関心がある
４　運動習慣も、身体も動
　　かしていないし、ロコ
　　モ予防にも関心がない

※「運動習慣」…１回３０
分以上の「軽く汗を流す程
度の運動を、週２日以上か
つ１年以上続けること

この設問は、ロコモ予防の取組状
況、関心度合いを確認するための
設問です。ロコモの認知度と、取
組の相関関係が把握できます。ま
た、関心層、中間層、無関心層に
区分できます。

【削除理由】
平成29年度からロコモ予防体操の
普及啓発活動を開始しており、既
に検討材料として活用した設問で
あるため。

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(2) 地域住民の有志に
よって、ロコモ予防
のための週1回程度の
集まりをつくる活動
を進めるとしたらて
いますが、あなたは
その活動に参加して
みたいと思いますか

１　是非参加したい（既に
　　参加している）
２　参加してもよい
３　参加したくない

ロコモ予防普及啓発のための地域
住民によるロコモ予防の集まりの
参加の意向を把握するための設問
です。ニーズの把握とその確保
に向けた具体策の検討材料と
なります。

【変更理由】
平成29年度からロコモ予防体
操の普及啓発活動を開始して
おり、聞き方を変える必要が
あるため。

独自

(3) １　ロコモ予防の基礎知識
　　や効果的な運動方法、
　　活動的な生活を送るた
　　めの工夫について書か
　　れたパンフレットが手
　　に入ること
２　ロコモ予防の基礎知識
　　や効果的な運動方法、
　　活動的な生活を送るた
　　めの工夫について教え
　　てくれる人がいること
３　有料・無料に関わら
　　ず、ロコモ予防に取組
　　める施設や場所の情報
　　が手に入ること
４　ロコモ予防に取組める
　　施設や場所が近くにあ
　　ること
５　ロコモ予防のための運
　　動や活動に一緒に取組
　　んでくれる仲間やグル
　　ープがあること
６　ロコモ予防のための運
　　動や活動に誘ってくれ
　　る人がいること
７　ロコモ予防に取組んだ
　　結果が、体力測定結果
　　等でわかりやすく伝え
　　られること
８　その他（　　）

ロコモ予防に継続して取り組むた
めの必要項目を確認する設問で
す。ロコモ予防を普及啓発する上
でのニーズが確認できます。

【削除理由】
平成29年度からロコモ予防体操の
普及啓発活動を開始しており、既
に検討材料として活用した設問で
あるため。

あなたが、ロコモ予
防に継続して取組む
ために、必要と思う
ことは何ですか。該
当するもの3つまで選
んでください。

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

新規
（3）

あなたは、認知症予
防に関心があります
か（○は１つ）

※「認知症予防」…
「認知症にならな
い」という意味では
なく「認知症になる
のを遅らせる」「認
知症になっても進行
を緩やかにする」と
いう意味

１　はい
２　いいえ
３　わからない

この設問は、認知症予防の関心度
合いを把握するための設問です。
認知症予防に関するニーズの把握
と今後の検討材料となります。

【新規理由】
今後の青森市の介護予防の推進に
おいて、新たに「認知症予防」に
ついても検討していく必要がある
ことから質問を追加。

独自

新規
（4）

認知症は、運動や社
会参加等により活動
的な生活を送ること
がその予防につなが
ると言われています
が、あなたは、認知
症予防としてどのよ
うな取組に参加して
みたいですか（いく
つでも）

１　体操教室
２　栄養教室
３　健康相談
４　地域住民同士が集まる
　　つどいの場
５　町（内）会活動
６　老人クラブ活動
７　市民センター等で行う
　　講座や文化活動
８　ボランティア活動
９　上記のどれにもあては
　　まらない

この設問は、認知症予防に資する
取組への参加意向を把握するため
の設問です。認知症予防に向けた
取組の検討材料となります。

【新規理由】
今後の青森市の介護予防の推進に
おいて、新たに「認知症予防」に
ついても検討していく必要がある
ことから質問を追加。

独自

新規
（5）

市では平成２９年度
から、介護予防サー
ビスとして、以下の
２つの事業を行って
いますが、あなたは
これらの事業に参加
してみたいと思いま
すか（○は1つ）

この設問は、介護予防サービスに
関する意識（参加意向と参加した
くない理由）を問う設問です。介
護予防・生活支援サービス事業に
おける多様なサービスのニーズの
把握とその確保に向けた具体策の
検討材料となります。

【新規理由】
青森市の介護予防サービスのニー
ズの把握とその確保に向けた具体
策の検討をする必要があることか
ら質問を追加。

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

① 「生活機能向上サポ
　ート事業」
・リハビリテーショ
　ン専門職等がご自
　宅にうかがい、日
　常生活の中で支障
　となっている動作
　等を確認します。
　（訪問サポート）
・介護事業所でその
　かたに合わせたプ
　ログラムで運動指
　導や栄養改善指導
　等を行います。
　（通所サポート）
■実施回数：
　訪問サポート…計
　3回まで、通所サ
　ポート…週2回
　（3ヶ月間）
■実施時間：
　1回2時間程度
■利用料金：
　1割負担のかたの
　場合　530円～
　611円/回
　※プログラムの内
　　容により異なり
　　ます

１　参加してみたい
２　参加したくない

独自

② 「健康運動チャレン
　ジ事業」
　介護事業所で運動
　等を行い、みんな
　で楽しく生活機能
　の向上と認知症予
　防に取り組みま
　す。
■実施回数：
　週1～2回または月
　2回程度（計24回
　まで）
■実施時間：
　1回2時間程度
■利用料金：
　1割負担のかたの
　場合　343円/回

１　参加してみたい
２　参加したくない

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

新規
（6）

【（5）①②において
どちらも「２　参加
したくない」に○を
つけた方のみ】
参加したくない理由
について、あてはま
るものに○をつけて
ください（いくつで
も）

１　心身の衰えがなく、参
　　加する必要がない
２　フィットネスクラブや
　　スポーツ団体への所属
　　、地域で行う体操等へ
　　の参加などにより、日
　　常的に運動等に取り組
　　んでいる
３　団体等には所属してい
　　ないが、個人で日常的
　　に運動等に取り組んで
　　いる
４　心身の衰えは感じてい
　　るが、サービスを利用
　　するほどではない
５　実施回数に限りがある
６　実施時間が長い
７　実施時間が短い
８　利用料金が高い
９　その他（　　　　）

独自

問９ 介護保険制度について

問 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 介護保険のサービス

の充実と介護保険料
額について、どのよ
うに考えますか
（介護保険料は、利
用するサービス費が
増える分だけ高くな
ります。サービス費
が増える要因として
は、高齢者人口の増
加により利用者数が
増えることや一人当
たりのサービスの利
用量が増えることな
どがあげられます。
年々、介護保険料は
増加しています。）

１　介護保険のサービスを
　　充実させてほしいので
　　、より介護保険料が高
　　くなってもしかたがな
　　い
２　介護保険のサービスは
　　利用者数の増加分だけ
　　に抑え、介護保険料は
　　最低限の増加にとどめ
　　てほしい
３　介護保険のサービスは
　　ある程度少なくなって
　　も構わないので、介護
　　保険料は現状を維持し
　　てほしい
４　介護保険のサービスは
　　大幅に少なくなっても
　　構わないので、介護保
　　険料は下げてほしい
５　わからない
６　その他（　　　）

この設問は、介護保険制度につい
て、制度内容や仕組みを知ってい
るかどうか把握する設問です。設
問による意識啓発と合わせ、今後
の制度や仕組みの周知に向けた参
考となります。

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

(2) 今後、もしあなたが
認知症や寝たきりの
状態に自身、介護が
必要となった場合、
どのようにして自立
した自分らしい生活
をし続けたいですか

１　家族に日常生活の手伝
　　いをしてもらいながら
　　、できる限り現在の住
　　まいで生活したい
２　介護保険制度の介護サ
　　ービスや保健福祉サー
　　ビスを活用しながら、
　　できる限り現在の住ま
　　いで生活したい
３　特別養護老人ホームや
　　老人保健施設に入所し
　　て生活したい
４　民間の高齢者向け居住
　　施設（有料老人ホーム
　　、サービス付き高齢者
　　向け住宅等）に入所し
　　、食事の提供や介護保
　　険サービスを受けなが
　　ら生活したい
５　療養型の病院（リハビ
　　リや医療処置、介護を
　　提供する施設）に入院
　　して生活したい
６　その他（　　　）

独自

(3) 今後、もしあなたが
認知症や寝たきりの
状態に自身、介護が
必要となった場合、
現在の住まいで自立
した生活をする際た
めに、必要と感じる
ことはありますか。
（複数選択可）思わ
れる支援はどれです
か（○は５つまで）

１　配食（弁当の配達）
２　調理の支援
３　掃除・洗濯の支援
４　買い物代行（宅配は含
　　まない）
５　ごみ出し支援
６　外出同行（通院、買い
　　物など）
７　移送サービス（介護・
　　福祉タクシー等）
８　見守り、声がけ
９　サロンなどの定期的な
　　通いの場
７　おむつの支給
８　家族に対する介護知識
  ・技術の習得のための支
  援（介護教室）
９　家族に対する精神的負
　担軽減を目的とした介護
　者交流会の実施
１０　成年後見人による支
　　援
１０１１　その他（　　）
１１１２　特になし

独自

　

この設問は、主観的な介護に対す
る意向を問う設問です。自身が介
護が必要になった場合の自身の意
向を把握することで、在宅での介
護を希望する際に求められる在宅
サービス種類の検討ができます。

【変更理由】
・文言修正
　設問をよりわかりやすくする
　ため
・選択肢の追加
　これまで実施している支援及
　び今後必要と思われる支援の
　ニーズを把握するため
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

問１０ 地域包括支援センターについて

問 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 地域の高齢者相談の

窓口である「地域包
括支援センター」を
知っていますか

１　はい⇒(２)以降へ
２　名前だけは聞いた事が
　　ある⇒(２)以降へ
３　いいえ（今知った）⇒
　　「問１２ 自由記載欄」
　　へ

この設問は、地域包括支援セン
ターを知っている市民の割合を把
握するための設問です。前回調査
との比較により、知っている市民
の割合の変化の度合いが把握でき
ます。

独自

(2) 【（１）の１か２に
○をつけた方のみ】
「地域包括支援セン
ター」をどのように
して知りましたか
（いくつでも）

１　地域包括支援センター
　　職員の訪問や電話で
２　地域包括支援センター
　　が行う出前講座や研修
　　、相談会などのイベン
　　トに参加して
３　敬老会や地域の祭り、
　　町会の行事で見かけて
４　広報あおもりやチラシ
　　、パンフレットで
５　町会長、民生委員・児
　　童委員からの紹介
６　薬局からの紹介
７　かかりつけ医からの紹
　　介
８　市役所からの紹介
９　家族や友人からの紹介
１０　高齢福祉施設や介護
　　事業所からの紹介
１１　その他（      )

この設問は、地域包括支援セン
ターを知ったきっかけを把握する
ための設問です。周知方法を検討
する材料となります。

独自

(3) 【（１）の１か２に
○をつけた方のみ】
地域包括支援セン
ターの役割や業務内
容について、知って
いるものはあります
か（いくつでも）

１　市が設置している高齢
　　者の相談窓口であるこ
　　と
２　介護や介護予防、健康
　　、医療、福祉、生活な
　　ど、様々な相談に応じ
　　ていること
３　認知症の相談にも応じ
　　ていること
４　高齢者のご家族や近隣
　　に暮らす方からの相談
　　にも応じていること
５　高齢者のご自宅での相
　　談にも応じていること
６　地域の方々と協力しな
　　がら支援を必要とする
　　高齢者の早期発見・支
　　援に努めていること
７　高齢者虐待の未然防止
　　や高齢者虐待発生時の
　　対応に取り組んでいる
　　こと

この設問は、地域包括支援セン
ターの役割や業務について知って
いる市民の割合を把握するための
設問です。周知方法を検討する材
料となります。

独自
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【６５歳以上】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査における設問及びその意図について

８　認知症などで適切な財
　　産管理などが困難な方
　　へ成年後見制度などの
　　紹介を行っていること
９　高齢者の消費者被害防
　　止のための情報収集・
　　情報提供を行っている
　　こと
１０　要支援１・２の認定
　　を受けた方の心身状態
　　の悪化を防ぐためのケ
　　アプランを作成し、支
　　援を行っていること
１１　出前講座等を通じて
　　高齢者の健康づくりや
　　介護予防を支援してい
　　ること
１２　地域の医療・介護・
　　福祉などの関係者と協
　　力しながら、暮らしや
　　すい地域づくりのため
　　のネットワークづくり
　　を行っていること
１３　名前は知っているが
　　、役割や業務内容は知
　　らない

　　

問１１ 自由記載欄

問 設問 選択肢 設問の意図 備考
(1) 青森市の高齢者の福

祉・介護保険事業に
関してご意見・ご要
望など

－

この設問は、高齢者の福祉・介護
保険事業に関する意見・要望をお
聞きする設問です。今後の高齢者
の福祉・介護保険事業の参考とし
ます。

独自
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